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工事内容

京浜港湾事務所

工 事 名 横浜港南本牧地区岸壁(-18m)(耐震)築造工事

工　　期 平成26年 5月26日～平成27年 3月25日

●工事箇所の詳細図

施工会社 東亜・若築・あおみ特定建設工事共同企業体

本工事は、横浜港南本牧ふ頭地区整備事業として、
鋼板セル工法で岸壁を築造する工事です。

鋼板セル２函
地盤改良工
・基礎工等

MC-1岸壁MC-2岸壁

MC-3岸壁MC-4岸壁

内容 5 10 15 20 25 30
海上地盤改良工

　グラブ床掘

　深層混合処理杭

本体工

　鋼板セル・アーク製作 　富津ヤード
構造物撤去工

　シンカーブロック撤去

●お知らせ
今月から来月にかけて海上地盤改良工及び基礎工を施工し、12月に鋼板セルの据付を予定しています。
近隣の皆様には大変ご不便をお掛けしますが、工事へのご理解とご協力をよろしくお願い致します。

●今月の工事予定
平成26年10月

備考
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今月の作業内容

写真①

深層混合処理杭
(ＣＤＭ船)

グラブ床掘
(グラブ浚渫船)

【支持地盤が深いエリア】

軟弱な海底地盤の強度を高めるため、

セメント撹拌混合処理で改良しています。

【支持地盤が浅いエリア】

軟弱な海底地盤を取り除き石材に置換え

るため、海底地盤を掘削しています。

写真②

【支持地盤が深いエリア】

軟弱な海底地盤の強度を高めるため、

セメント撹拌混合処理で改良しています。

【支持地盤が浅いエリア】

軟弱な海底地盤を取り除き石材に置換え

るため、海底地盤を掘削しています。

鋼板セル製作
(クローラクレーン)

【鋼板セル製作】

胴板を溶接、1/5分割のブロックを製作し、

円筒形の鋼板セル(直径24.5m 高さ32m)を
組み立てます。

引き続き安全を最優先し、無事故・無災害で竣工できるように、工事を進めて行きます。

鋼板セル完成イメージ


